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要約 

本研究では，子どもたちが安心して過ごすことのできる学級づくりのために，担任と子ども，子

ども同士の関係性に着目し，通常の学級担任のどのようなかかわりや姿勢が重要となるかを明らか

にすることを目的としている。まず，学級経営に長けた 3名の教諭を対象に，かかわり観察とイン

タビューを行った。そこから抽出された教師のかかわりを踏まえて，若手教員と共に実践と，月に

1 回の事例検討会を行った。その結果，若手教員の子どもに対するかかわりや姿勢が変容し，学級

の子ども一人一人の気持ちや様子の変容，子ども同士の関係の変容が見られた。 

キーワード：通常の学級，教師のかかわり，学級づくり，インクルーシブ教育 

１． 研究の背景と目的 

通常の学級に在籍する特別な支援を要する子

どもの割合は国，島根県ともに増加しており  文

部科学省，2022  島根県教育委員会，2024），学

校で学ぶ子どもの様相の多様化，複雑化を踏ま

えると，通常の学級での特別支援教育の視点を

取り入れた指導・支援の充実は喫緊の課題であ

る。 

これまで障がいのある子どもという「個」に

焦点を当てた支援が中心であったが，インクル

ーシブ教育システムの構築が推進される今日，

「個」と「周囲他者」との関係を含む学級とい

う「集団」の在り様を捉える必要がある。 

 牧野 2025）は，「『個』は『個』だけで育つ

のではなく，『個』は周囲との関係の中で育つ」

とし，「暮らしにくさを子どもの能力の問題とす

るのではなく，子どもの今を受け止め，子ども

にかかわる人たちとの中で繰り広げられる暮ら

しそのものを豊かにすることを考える必要があ

る」と述べている。このことは，子どもの能力

の伸長を図る担任の積極的な指導だけでなく，

子ども同士の関係など環境を調整する教師のか

かわりが，誰もが安心して過ごすことのできる

学級づくりにつながることを示唆している。ま

た，安心できる学級とは，どの子にとっても 「居

場所」が感じられる空間であり，誰もが自己肯

定感をもち，互いに認め合える集団であるとす

れば，そのための重要な鍵を握るのは，やはり

担任のかかわりであると思えた。こうした関係

性を基盤とした学級づくりは，鯨岡 2011）が

述べる「養護の働き」と「教育の働き」にも通

じ，双方の働きを往還させることで，子どもの

心の育ちを支え，育てることができると考える。 

一方で，インクルーシブ教育の視点を取り入

れた学級経営研究は，教師の観察や聞き取りに

とどまり，そのかかわりが子どもの変容にどう

影響するかを長期的に検討したものは少ない。

さらに，抽出された教師のかかわりを他の教師

が実践し，その効果を検証した研究も乏しい。 

そこで本研究では，誰もが安心して過ごせる

学級づくりの実現に向け，教師に求められるか

かわりや姿勢を調査及び実践を通して明らかに

し，教師と子どもの双方に生じる変容を検討す

ることを目的とする。 

２． 通常の学級担任のかかわり調査 

通常の学級担任を対象に，かかわり観察およ

び面接を実施し，教師として大事にしたいかか

わりや姿勢を検討した。調査は，M市 N小学校

の学級担任を対象とし，その教師には文書と口

－ 2 －

「地域の教育課題に関する研究成果報告書」抄録集 

－ 2 －



頭で研究の目的，方法，結果の公表，個人情報

の厳守等を説明し，許可を得た。 

2.1 方法 

2.1.1 かかわり観察 

①1 年生から 6年生までの各学年の学級担任

6名を対象に 「かかわり観察Ⅰ」を行った  202X

年 7月から 10月）。各学級ともに，筆者が授業

 100単位時間），SHR  8時間），休み時間等  10

時間）において参与観察を行った。また， 「エピ

ソード記述」による記録を行い，教師のかかわ

りや姿勢についての分析と検討を行った。 

「エピソード記述」とは， 「人と人の接面で何

が起こっているかという素朴な問いに対して，

当事者の立場に立って，目に見えない心の動き

をも含めてそこで起こっていることを明らかに

するもの」 鯨岡，2013）である。したがって，

この方法を用いることで，子どもの心の動きに

着目した担任教師の実践やかかわりのあり方を

明らかにすることができると考えた。 

 ②「かかわり観察Ⅰ」の後，N小学校の管理

職，大学教員，筆者の 3 名で，6 名の教諭のか

かわりに基づいて，よりよい学級づくりについ

て協議し，さらに子どもへのかかわりを詳細に

掴むため，調査対象を 6名の中から O教諭 3

年担任），P教諭 4年担任），Q教諭 6年担任）

の 3名に絞り，参与観察を継続して行った 期

間：202X年 11月から 202X＋1年 3月，時間：

授業 170単位時間），SHR 13時間），休み時

間等  18時間））。また， 「エピソード記述」によ

る記録も継続した。 

2.1.2 半構造化面接(インタビュー調査) 

202X＋1 年 1 月から 202X＋1 年 3 月の期間

に，かかわり観察Ⅱの対象教員 3 名を対象とし

て面接を行った。面接の時間は 1人につき 1時

間から 1時間半であり，面接の主な内容は，①

観察で見られたかかわりの意図，②１学期から

の子どもたちの様子の変化，③子どもと関わる

中で大切にしていることであった。 

面接は逐語化し，類似する内容で分類しカテ

ゴリー名をつけた【カテゴリー1】。さらに類似

性において分類し，【カテゴリー２】，【カテゴリ

ー３】としていった。 

2.2 結果と考察 

2.2.1 かかわり観察および半構造化面接 

 ここでは，3 名の教諭に対する面接の分析結

果と，面接実施前から行っていた「かかわり観

察Ⅱ」の関連場面を結び付け，通常の学級担任の

子どもへの大切なかかわりについて考察する。

紙幅の都合上，主に P 教諭について記載する。 

P教諭に対する面談の分析の結果，「“ある”を

尊重する」と「“ある”を拡げる」の 2つの教師

の姿勢にまとめることができた 図 1）。 

「“ある”を尊重する」とは，子どもの存在や，

気持ち，言動，考えなど，子どもが今「ある」

ものを認めて，大切にすることである。子ども

の目線に立って気持ちを理解しようとし，子ど 

図１ P教諭のかかわり 
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もの行動の背景にある思いや意図，子どもの変

化を肯定的に眼差す姿勢のことを言う。また，

「“ある”を拡げる」とは，子どもにある力を伸

ばし，子どもの成長を促す教師のかかわりであ

る。子ども一人一人に適った支援や配慮を考え

るとともに，子どもが互いに理解しにくい言動

があれば丁寧に説明して，子ども同士のつなが

りを広げていくなどのかかわりのことを言う。 

 同様に，O教諭，Q教諭から導かれた【カテ

ゴリー３】は，それぞれ， 「認める」と 「教える」，

「支える」と「導く」であった。 

 この P 教諭のかかわりや姿勢を，「かかわり

観察Ⅱ」で記録した 「エピソード記述」と結び付

け考察すると，次のようになる。ここでは「エ

ピソード記述」の概要を示す。 

〈エピソード〉 この日の道徳の時間に，授業内容に関連す

る動画を見ることになった。動画を見る前に P 教諭はみ

んなに向かって，「  電子黒板が）見えやすいところに動い

てもいいです」と伝えた。すると，だいすけさん  仮名）

は，「見えない」と言って電子黒板の目の前に椅子を持っ

てきて，P教諭やクラスメイトに気にしてほしそうに，か

まってほしそうに周りを確認しながら座った。しかし，い

つの間にか，だいすけさんはもといた場所へ戻っており，

動画が始まるのを隣に座っている友だちとワクワクしな

がら一緒に待っていた。すると動画を再生する前に P 教

諭は全体に向けて，「さっき見やすいところに動いてもい

いって言ったでしょ。」と話をし始めた。そして，「だいす

けさん，やる気があって前に座ってたんだけど，そこにい

たらみんなが見えないと思って戻ったよね。」「やる気が

あるのも大事だし，みんなのことを考えるのも大事だよ

ね」と伝えた。 

だいすけさんは P 教諭の言葉を聞き，照れたように周

囲のクラスメイトを見渡した。すると，周囲の子も「すご

いじゃん」と言うようにだいすけさんを笑顔で見ていた。

その周囲の子がだいすけさんを見るまなざしは，だいす

けさんが褒められたことを，まるで自分が褒められたよ

うに感じ，自分のことのように喜んでいるように思えた。 

このエピソードの， 「だいすけさん，やる気が

あって前に座ったんだけど，みんなが見えなく

なると思って戻ったよね」と伝えた P教諭の言

葉は，「みんなに気にしてほしい」というだいす

けさんの気持ちを感じ取り，だいすけさんの行

動を肯定的に捉える「“ある”を尊重する」かか

わりである。そして，クラス全体に「やる気が

あるのも大事だし，みんなのことを考えている

のも大事だよね」と伝えたのは，だいすけさん

の認められている実感を大事にするという「“あ

る”を拡げる」かかわりであると言える。 

 このことから P教諭は，「“ある”を尊重する」

と「“ある”を拡げる」の両方のかかわりを一時

に行っていた。だいすけさんだけでなく，周囲

の子どもたちとだいすけさんが気持ちを共有し，

自分の事のように嬉しそうになっていたのは，

そのような P教諭の両方のかかわりがあったか

らであると考える。 

P教諭同様に，O教諭，Q教諭のかかわりを

考察し，かかわりをまとめると，「“ある”を尊重

する」と「“ある”を拡げる」のように，どちら

か一方に偏るのではなく，子どもの状態や場面

に応じて両方を柔軟に行っていることがうかが

えた。子どもが示す言動やその背景にある気持

ちを受け止め尊重し，言葉にするなど，子ども

の気持ちに目を向けるかかわりと，その上で教

師としての思いや考えを子どもの状態に応じて

伝えるかかわりの両方が必要である。 

無藤 2002）は，子どもの訴えを評価せずに

まずは受け止めるという「受容」が重要であり，

受け止めた上での助言こそが子どもの心に届く

と述べている。また，鯨岡  2011）は，「養護の

働き」と「教育の働き」の双方の働きが子ども

の有能感や自尊感を導き，子どもの原動力が生

まれると指摘しているが，3 名の教諭のかかわ

りはいずれも，この 2つの「働き」と通底して

おり，その相反するかかわりを，子どもの状況

に応じて柔軟に行っていた。その結果，子ども

の不安や心配といった負の感情は，安心や自信

へと変容すると考えられた。こうしたかかわり

の積み重ねは，担任と子どもの関係を深化させ，

子ども同士の関係を良好にし，学級全体の安心

感や相互理解の向上につながると考えられた。 

３．通常の学級での実践 

「２．かかわり調査」から明らかになった教

師のかかわりをもとに，通常の学級で実践を行

い，そのかかわりによって子どもの心や姿がど

のように変容するのかを示すとともに，教師と
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して大切にしたいかかわりや意識を再検討した。 

3.1 方法 

対象学級は第 4学年の 1クラス  35名）であ

り，新規採用から 3年目になる R教諭と共に実

践を行った 期間 ：202X＋1年 4月から同年 11

月まで）。まず 4月から 5月の間に，202X年度

の調査で明らかになった教師として大切にした

いかかわりを R教諭と共有した。実践中は筆者

も学級に入り，子どもたちと生活を共にした。

実践の記録は，R教諭や筆者と子ども，子ども

同士のかかわりについて，筆者が「エピソード

記述」にまとめた。作成した「エピソード記述」

を用いて，月に 1回の事例検討会を実践期間中

に 5回実施した。検討会には，R教諭と特別支

援教育に精通する大学教員，筆者が参加した。 

鯨岡  2005）は，「エピソード記述」として積

み重ねることでかかわり手の受け止め方やかか

わり方の変化も読み取れると示している。そこ

で，R教諭との実践に「エピソード記述」を用

いた事例検討会を行い，子ども理解を深めつつ，

一つ一つのかかわりを意味づけていくことがで

きると考えた。 

3.2 結果と考察 

3.2.1 教師のかかわり 

 観察を始めた 4月当初の学級の子どもたちの

様子は，次の通りであった 表 1）。 

そこで，202X年度の調査から明らかになった

教師のかかわりを踏まえて，実践と事例検討会

を行い，R教諭のかかわりの変容と子どもの気

持ちや様子の変容について考察を行った。 

第 1 回事例検討会 6/19）で用いた，実践開

始当初のエピソードでは，R教諭のかかわりは，

授業中に子どもたちがザワザワしている中で，

授業中の望ましい行動を一方的に伝えるなど，

R教諭の考えや願いが優先されている様子があ

った。しかし，R教諭が考える良くない行動か

ら望ましい行動へと変えようとしたが，R教諭

の言葉は届いておらず，子どもたちはザワザワ

したままだった。これは，担任としての願いが 

表１ 年度当初の子どもたちの様子 

・普段から子どもたちの間で，何気なく「きも」「うるせ」な

どとお互いにふざけながら言い合い，全体的に落ち着きが

ない印象があった。 

・人(他児)には目が行きがちで，自分ができていなくても人

には厳しく注意し合ったり，授業中にクラスメイトが問題

を間違って答えたり，休み時間に少しでも良くないことを

したりすると指摘し合ったりと，まるで監視しているかの

ような様子も見られた。 

・理解しがたいクラスメイトの言動があると，近くの友だち

同士でヒソヒソと話をする程度で，その言動自体について

話題にして考え合うというよりも，不平不満として示すこ

とが多かった。 

 

先行した声かけであり，なかなか落ち着かない

周囲の子どもたちに対しての言葉ではなかった。 

実践や事例検討会での協議を重ねていくと，

R教諭のかかわりは次のように変容していった。 
 
〈エピソード〉 算数の時間，ある文章問題についてみんなで考

えていると，A 児は，その文章に出てくる「お父さん」に対して

「くそデブじゃん」とふざけながら言った。担任もすぐに注意を

し，A 児も言わないようにしていた。しかし，注意されたことで

気持ちが落ち着かないのか，独り言のように「でもデブだし」と

納得がいっていない様子だった。しばらくして，また担任や友だ

ちに気にしてほしそうに，壁に椅子を当て始めた。近くの子ども

たちが，「うるさい」「静かにして」と一斉に注意をし始め，筆者

もA児と注意がエスカレートしていった周囲の子どもたちの様子

が心配になり，その場に行き話をした。すると周囲の子も落ち着

き，A 児も音を立てないようにでも椅子をゆらしながら気持ちを

落ち着かせようとしていた。 

しばらくして担任が A 児の傍へやってきて，「そうやって切り

替えができるようになろうね」と声をかけ，机の上を学習ができ

る状態になるように A児と一緒に整えた。担任も，A児が良くな

い言葉を言わないようにしたり，椅子を壁に当てて音を出さない

ように頑張っている姿を分かっていて，「切り替えができるように

なってきた」という A児を認めるニュアンスと「次からもがんば

ろう」という R教諭の思いや願いを伝えるという両方の意味を含

んだ言葉を，A児にかけていた。すると，A児はだんだんと算数

の学習に気持ちが向いていき，問題を解き始めていった。 
 

このエピソードの R教諭の言葉には，A児が

頑張って少しずつ切り替えができるようになっ

た 「今」の姿を「それでいい」と認める意味と，

「次からも頑張ろうね」という意味が含まれて

いる。直接 A 児を褒めているわけではないが，

「それでいい」と子どもの今の姿を言葉にする

ことも「認める」かかわりであると言える。こ

の R教諭のかかわりによって，A児は，叱られ

たことについて「良くないことだとは分かって

いるけど，納得がいかない」という気持ちに折

り合いをつけ，切り替えて再度学習に向かうお
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うとする姿勢につながったと考える。  

 以上のように，事例検討会では 10本の「エピ

ソード記述」  エピソード①から⑩）を用いて行

った。そこから抽出された教師のかかわりをま

とめると， 「子どもの気持ちに目を向けて，受け

止めるかかわり」と「教師としての考えや思い

を子どもに伝えるかかわり」の 2つに分けるこ

とができた 表 2）。 

この「教師としての考えや思いを子どもに伝

えるかかわり」は，まず子どもの気持ちや思い

に目を向けて分かろうとし，受け止めることが

前提である。その上で，教師としての考えや思

い，願いを子どもに返すことで，子どもにとっ

て意味のある言葉になると考える。 

また，子どもの言動を教師目線で判断するの

ではなく，子どもの側に立って気持ちを考え，

寄り添い，子どもの存在そのものを肯定するか

かわりは，特に重要であると考えられた。 

3.2.2 R教諭のかかわりや意識の変容と関連す

る子どもの変容 

4月から 11月までの「エピソード記述」を分 

 

表２ 教師のかかわりのポイント 

エピソード 教師のかかわりのポイント 

「
子
ど
も
の
気
持
ち
に
目
を
向
け
，
受
け
止
め
る
か
か

わ
り
」 

③ 

④ 

⑤ 

⑨ 

「子どもの立場に立って考える」 

「子どもと同じ気持ちに“なる”」 

「子どもの(行動の背景にある)気持ちを分かろうとす

る」 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

「子どもの気持ちに教師の気持ちを持ち出して重ね，

理解する」 

「子どもの「分からない」という気持ちを受け止める」 

「子どもの「今」を認める」 

① 

② 

③ 

⑨ 

「子どもの言動を意味づけする」 

「子どもの気持ちを想像して言葉にする」 

⑤ 

⑥ 

「子どもの気持ちが現れるのを待つ」 

「間を作る」 

「子どもが自ら動くことを信じる」 

「
教
師
と
し
て
の
考
え
や
思
い
を
子

ど
も
に
伝
え
る
か
か
わ
り
」 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

「子どもの気持ちを受け止め，教師の気持ちを返す」 

「子どもの気持ちを一度受け取って，教師の考えを返

す」 

「教師の子どもの姿を反映させた思いを伝える」 

④ 

⑦ 

「子どもの努力だけではうまくいかないことへの支

援・配慮をする」 

「具体的に分かりやすく伝える」 

① 

⑧ 

「子ども同士をつなげる」 

「子どもの「先」に期待し，示す」 

⑧ 「子どもに「葛藤」させる」 

析すると，R教諭のかかわりは，自分の思いや

願いを優先した伝え方から，子どもの「今」を

認めつつ，「先」を見据えた言葉を返すかかわり

へと変容していった。また，自分の気持ちを子

どもの気持ちに寄り添わせ，同じ目線に立って

考え，言動など直接見聞できるものだけで判断

するのではなく，子どもの内面に目を向けて気

持ちを分かろうとする意識へと変容していった。 

さらに，子ども一人一人の気持ちや行動，子

ども同士の関係にも変化が見られた。先述のと

おり，4 月当初の学級の子どもたちは，落ち着

きがなく，気持ちが荒々しく，互いを監視する

ように注意や否定を繰り返す様子があった。し

かし，実践を重ね，R教諭や筆者のかかわりが

変容していくと，子どもの様子も変化していっ

た。例えば，授業中に「分からない」と言える

雰囲気が生じたり，「  良くないことを）やって

しまいたい自分とやってはいけないと思う自分」

という葛藤を抱えた際に，担任の声かけで気持

ちに折り合いをつけ，落ち着く姿が見られるよ

うになった。そして，子ども同士でも，良くな

いことをしてしまったときに許し合い，頑張り

を応援し合う関係が見られた。 

 

４．総合考察 

4.1 教師のかかわり 

O教諭，P教諭，Q教諭の 3名に共通してい

たのは，子どもの気持ちを受け止める姿勢と，

教師として方向性を示す姿勢をバランスよく保

つことであった。この姿勢は，学級という集団

に安心感や所属感，信頼感を育む上で大きな役

割を果たし，子どもが安心して過ごすことので

きる学級を形成するために重要であった。 

また，このかかわりは，実践場面でも重要で

あり，子どもの気持ちや思いを受け止めた上で，

教師の願いを子どもに返していくことで，相互

理解や他者への配慮が生まれていった。これら

は子どもたちが認め合い励まし合う「共に生き

る世界」としての学級づくりの基盤として考え
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られた。 

4.2 子ども一人一人の変容と，子ども同士の

関係の変容 

教師が「子どもの気持ちに目を向け，受け止

めるかかわり」と，「教師としての考えや思いを

子どもに伝えるかかわり」の両方を大事にし，

状況に応じて，柔軟に行うことで，子どもの心

には安心，自信，勇気が育まれる。その結果 「こ

こに居ていい」「失敗しても大丈夫」といった前

向きな気持ちが生まれると考えられた。 

また実践を通して，子どもの気持ちが落ち着

くだけでなく，学級の人間関係も変化した。そ

の過程には，まず教師が子どもの気持ちを大事

にすることで，子どもは自分自身を大事にでき

るようになる。そして自分を大事にできるから

こそ，他者 クラスメイト）を大事にしようと

する気持ちが芽生え，学級全体が柔らかく，寛

容な雰囲気へと変容していくのだと考えられた。 

 

５．本研究のまとめと今後の課題 

本研究における「子どもが共に生きる世界」

をケアするとは，担任教師が学級の子ども一人

一人を大事にすることから始まる。子どもの気

持ちに目を向け理解し，受け止めた上で教師と

しての考えや思い，学級の子どもたちがどのよ

うに成長してほしいかという願いを返していく

ことが， 「ケア」である。このような経験の積み

重ねによって，子どもは「先生に頼ってみよう

かな」「ここ 学級）に居てもいいかな」「間違

っても大丈夫かな」という気持ちを抱き，自己

肯定感や自己効力感を高めていくと考える。 

教師から大事にされることで，子どもは自分

を大事にし，自分を大事にすることができるか

らこそ，同じ空間にいる他者 クラスメイト）

を大事にできる。このような「ケア」の循環が

生まれることで，共によりよく生きようとする

豊かな心が育まれていくに違いない。やがて子

ども同士の関係は良好になり，互いに認め合い，

応援し合い，許し合う関係へと変容していく。

教師が子ども一人一人を大事にすること，そし

て子どもが自分と他者を大事にすることを支え

るかかわりこそが，「子どもが共に生きる世界」

をケアすることになるのだと言える。 

しかし，教師は子どもの行動面に目が向きが

ちになり，教師自身の願いや思いも一方的にな

りやすくなるため，子どもの気持ちに目を向け

る姿勢を意識する機会が必要である。授業など

の「方法」だけでなく，子どもの視点に立つか

かわりを広げることが課題である。また本研究

では，大学教員の参加による事例検討会を通し

て，かかわりを振り返り，意識の変容を促すこ

とができた。しかし，実際の授業場面では他者

が介入して観察を行い，振り返る機会は少ない。

そこで今後は，日常の中で教師が子どもへのか

かわりや姿勢を継続的に振り返るための方法や

機会について検討する必要があると考える。 

 

本研究に関わる学会発表等 

熊谷美郷 ・原広治 (2025). インクルーシブ教育と通常の学級経

営 ：子どもと「つながる」ことを大切にした教師のかかわり

と学級経営，日本特殊教育学会第 63回大会発表論文集，302，

水戸市民会館 ポスター発表）． 
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